
社会的包
ほう

摂
せつ

「誰1人取り残さない」ことを原則とする社会 貧困・生活困窮
社会的に弱い立場にある人々も含めた市民ひとりひとりが、排除や摩擦、
孤独や孤立から援護され、地域社会の一員として支え合う考え方のこと。

社会保険、家族や地域社会、雇用からの疎外。

社会的排除
ソーシャル・インクルージョン

Social Inclusion
ソーシャル・エクスクルージョン

Social Exclusion

社
しゃ

会
かい

参
さん

画
かく

をする機
き

会
かい

が与
あた

えられる権
けん

利
り

や、社
しゃ

会
かい

の一
いち

員
いん

として尊
そん

重
ちょう

される権
けん

利
り

は、誰
だれ

にでもあります。それなのに、PTA 会
かい

長
ちょう

は男
だん

性
せい

でないとダメ・女
じょ

性
せい

は雑
ざつ

用
よう

係
がかり

・・・という慣
かん

習
しゅう

のまま続
つづ

いてきて
いないでしょうか？あるいは、ひとり親

おや

家
か

庭
てい

、外
がい

国
こく

出
しゅっ

身
しん

の子
こ

どもや
保

ほ

護
ご

者
しゃ

、障
しょう

がいのある子
こ

どもや保
ほ

護
ご

者
しゃ

に、不
ふ

当
とう

な扱
あつか

いや PTA 活
かつ

動
どう

の強
きょう

制
せい

をしていないでしょうか？
社
しゃ

会
かい

的
てき

包
ほう

摂
せつ

（ソーシャルインクルージョン）の対
たい

義
ぎ

語
ご

は、社
しゃ

会
かい

的
てき

排
はい

除
じょ

です。ある日
ひ

突
とつ

然
ぜん

、災
さい

害
がい

で被
ひ

災
さい

者
しゃ

になる、事
じ

故
こ

で障
しょう

がいを負
お

うといった可
か

能
のう

性
せい

を考
かんが

えれば、社
しゃ

会
かい

的
てき

排
はい

除
じょ

は決
けっ

して他
た

人
にん

事
ごと

ではあり
ません。

他
た

人
にん

事
ごと

ではなく、「自
じ

分
ぶん

事
ごと

」として、今
いま

、社
しゃ

会
かい

的
てき

包
ほう

摂
せつ

（ソーシャル
インクルージョン）について考

かんが

えてみませんか？

2 面
めん

へ続
つづ

きます！

「すべての子
こ
どもたちが一

ひと
人
り
残
のこ
らず幸

しあわ
せに

育
そだ
ってほしい」と願

ねが
い、「そのために、いろ

いろな人
ひと
と協

きょう
力
りょく
して活

かつ
動
どう
していこう」という

のが PTA。であれば県
けん
PTAとしても、こ

の社
しゃ
会
かい
的
てき
包
ほう
摂
せつ
（ソーシャルインクルージョン）

について気
き
づき、深

ふか
く理

り
解
かい
して行

こう
動
どう
してい

きたいと私
わたし
たちは考

かんが
えます。

社
し ゃ

会
かい

的
てき

包
ほう

摂
せつ

（ソーシャル・インクルージョン）

とは、社
し ゃ

会
かい

的
てき

に全
ぜん

体
た い

を包
つつ

み込
こ

むこと、つまり

誰
だれ

も排
はい

除
じょ

されず、全
ぜん

員
いん

が社
し ゃ

会
かい

に参
さん

画
かく

する機
き

会
かい

を持
も

つことを意
い

味
み

します。お互
たが

いに異
こと

なる

ことを認
みと

め、受
うけ

入
い

れ、尊
そん

重
ちょう

されながら生
い

きる

こと。そして、すべての人
ひと

々
びと

が生
う

まれながらに

もつ権
けん

利
り

を十
じゅう

分
ぶん

に主
しゅ

張
ちょう

できる世
せ

界
か い

、これが

「社
し ゃ

会
かい

的
てき

包
ほう

摂
せつ

」の考
かんが

え方
かた

です。

この考
かんが

えは、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

（SDGs）

が大
たい

切
せつ

にしている「誰
だれ

一
ひと

人
り

取
と

り残
のこ

さない」とい

う理
り

念
ねん

そのものです。

プラン・インターナショナル公
こう

式
しき

ホームページから引
いん

用
よう

気軽に 気負わずに
き     が

る
き　   お

社
しゃ

会
かい

的
てき

包
ほう

摂
せつ

と社
しゃ

会
かい

的
てき

排
はい

除
じょ

出典：深井 英喜「現代の福祉国家研究と、その地域課題への応用」『三重大X』Vol.44　2021
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についてについて語語
かたかた

りり合合
ああ

いましたいました『『社社
しゃしゃ

会会
かいかい

的的
てきてき

包包
ほうほう

摂摂
せつせつ

』』
ミニ
座
ざ
談
だん
会
かい

県
けん

P広
こう

報
ほう

委
い

員
いん

会
かい

メンバーで

小
しょう

6 〜年
ねん

中
ちゅう

の 4 人
にん

の子
こ

がいます。長
ちょう

男
なん

に重
じゅう

度
ど

の知
ち

的
てき

障
しょう

がいがあり、会
かい

話
わ

もできないし、思
おも

うままに行
こう

動
どう

したり
して目

め

が離
はな

せません。それでも妹
いもうと

たちはそんなお兄
にい

ちゃ
んがいることが当

あ

たり前
まえ

で、「大
だい

好
す

き！」と
言
い

ってくれます。
ただ養

よう

護
ご

学
がっ

校
こう

に通
かよ

っていると、地
ち

域
いき

の子
こ

ど
もたちと出

で

会
あ

うことも少
すく

なく、分
わ

けられた
社
しゃ

会
かい

というのを感
かん

じることもあります。

私
わたし

にも子
こ

どもが 4 人
にん

いて、その内
うち

一
ひと

人
り

が発
はっ

達
たつ

障
しょう

がいのある小
しょう

学
がく

生
せい

です。ですが、発
はっ

達
たつ

障
しょう

が
いの事

こと

を隠
かく

さず公
おおやけ

にしています。正
しょう

直
じき

、距
きょ

離
り

を取
と

られる方
かた

々
がた

もいます。でも意
い

外
がい

と、先
せん

生
せい

を
含
ふく

め周
まわ

りの方
かた

々
がた

はよく見
み

て頂
いただ

き、気
き

にかけて
下
くだ

さいます。

結
けつ

論
ろん

や解
かい

決
けつ

法
ほう

を示
しめ

せるわけではありませんが、
みずいろ読

どく

者
しゃ

のみなさんに「ひとりじゃないよ」と伝
つた

わりますように・・・

母
ぼ

子
し

家
か

庭
てい

です。フードバンクにお世
せ

話
わ

になり、助
たす

かっています。
でもだからこそ、私

わたし

にで
きることで、誰

だれ

かの役
やく

に
立
た

ちたいとも思
おも

います。

子
こ

どもの同
どう

級
きゅう

生
せい

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

に、
東
とう

南
なん

アジア出
しゅっ

身
しん

の方
かた

が何
なん

人
にん

か
おられます。構

かま

え
ずにサラッと受

う

け
入
い

れ、仲
なか

良
よ

くして
いる我

わ

が子
こ

の姿
すがた

か
ら学

まな

ぶ日
ひ

々
び

です。

中
ちゅう

学
がく

1 年
ねん

生
せい

の娘
むすめ

を持
も

つ母
はは

親
おや

です。
小
しょう

学
がく

生
せい

の頃
ころ

は、勉
べん

強
きょう

や友
ゆう

人
じん

関
かん

係
けい

で悩
なや

んだことはありませんでしたが、中
ちゅう

学
がく

生
せい

になってからテストの点
てん

数
すう

が全
まった

く上
あ

が
らなくなりました。家

か

庭
てい

の事
じ

情
じょう

で塾
じゅく

に通
かよ

わせてあげられる余
よ

裕
ゆう

もなく、自
じ

宅
たく

で自
じ

主
しゅ

学
がく

習
しゅう

に取
と

り組
く

んでいます。でも
1人

り

ではなかなか追
お

いつかない現
げん

状
じょう

です。塾
じゅく

に通
かよ

えないからって勉
べん

強
きょう

についていけないのは娘
むすめ

の努
ど

力
りょく

不
ぶ

足
そく

なのかな、
お金

かね

がないと十
じゅう

分
ぶん

に勉
べん

強
きょう

できる環
かん

境
きょう

を作
つく

ってあげられないのかな、といろいろ思
おも

い悩
なや

み、最
さい

後
ご

は私
わたし

自
じ

身
しん

が自
じ

分
ぶん

を
責
せ

めてしまいます。皆
みな

さんはどう思
おも

っていますか？
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今
こん

回
かい

「みずいろ」にて社
しゃ

会
かい

的
てき

包
ほう

摂
せつ

を
取
と

り上
あ

げる運
はこ

びとなり、新
あら

たな手
て

ごた
えを感

かん

じているところです。私
わたし

自
じ

身
しん

も
気
き

付
づ

けば四
し

半
はん

世
せい

紀
き

以
い

上
じょう

、障
しょう

がい者
しゃ

や
女
じょ

性
せい

の活
かつ

躍
やく

の場
ば

を広
ひろ

げようと活
かつ

動
どう

し
てきました。心

こころ

ない言
げん

動
どう

に涙
なみだ

したり、
途
と

方
ほう

に暮
く

れたりする現
げん

実
じつ

はあるもの
の、少

すこ

しずつでも好
こう

転
てん

するよう、気
き

持
も

ち新
あら

たにがんばってみようと思
おも

える 
きっかけになりました。

編集後記

隣隣
となりとなり

の PTAの PTA  

  何何
な にな に

してる！？してる！？

　野
や

洲
す

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

PTA の組
そ

織
しき

には、同
どう

和
わ

教
きょう

育
いく

推
すい

進
しん

委
い

員
いん

会
かい

が設
せっ

置
ち

されており、 

学
がく

習
しゅう

と啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

を行
おこな

われています。野
や

洲
す

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

区
く

の３つの小
しょう

学
がっ

校
こう

の PTA と

合
ごう

同
どう

で、地
ち

域
いき

の「部
ぶ

落
らく

解
かい

放
ほう

文
ぶん

化
か

のつどい」に参
さん

加
か

。毎
まい

年
とし

テーマを決
き

めて、人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

のための展
てん

示
じ

や参
さん

加
か

型
がた

の展
てん

示
じ

を行
おこな

われています。	

　また『人
じん

権
けん

問
もん

題
だい

啓
けい

発
はつ

劇
げき

』の発
はっ

表
ぴょう

を 1992 年
ねん

から２5 年
ねん

間
かん

にわたり大
たい

切
せつ

な活
かつ

動
どう

として継
けい

続
ぞく

されていたとのこと。近
きん

年
ねん

はコロナ禍
か

での影
えい

響
きょう

や活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

の

見
み

直
なお

しで中
ちゅう

止
し

となっているそうですが、差
さ

別
べつ

に対
たい

する取
と

り組
く

みは止
と

めず、

今
こん

後
ご

も一
ひと

人
り

ひとりの人
じん

権
けん

意
い

識
しき

の向
こう

上
じょう

を目
め

指
ざ

していきたいと、PTA 会
かい

長
ちょう

の 

上
かみ

 和
かず

之
ゆき

さんは話
はな

されていました。	

「「風風
ふ う  かふ う  か

化化させず させず 継継
けい ぞくけい ぞく

続続すること」すること」
野
や

洲
す

市
し

立
りつ

野
や

洲
す

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

PTA

令
れい

和
わ

4 年
ねん

度
ど 受

じ ゅ

賞
しょう

に輝
かがや

くかたがた（敬
けい

称
しょう

略
りゃく

）

日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰 個人
大 津 市　後藤　祐紀
長 浜 市　伏木与司広
近江八幡市　北　加奈子
東 近 江 市　坂口　明徳

近畿ブロックＰＴＡ協議会会長表彰 団体
東近江市ＰＴＡ連絡協議会
栗東市ＰＴＡ連絡協議会

近畿ブロックＰＴＡ協議会会長表彰 個人
大津市　丹羽 広光
彦根市　松山 敦司
守山市　今井奈美子
湖南市　南　 吉彦

彦根市　幸 美砂子
長浜市　藤田 浩行
野洲市　東郷 晃子
米原市　阿原 光宏

PTA 活
かつ

動
どう

において優
ゆう

秀
しゅう

な活
かつ

動
どう

実
じっ

績
せき

を残
のこ

された団
だん

体
たい

・個
こ

人
じん

を顕
けん

彰
しょう

する
ことで、感

かん
謝
しゃ

と敬
けい

意
い

をあらわしています。

近
きん

畿
き

ブロック PTA 研
けん

究
きゅう

大
たい

会
かい

で、上
かみ

 和
かず

之
ゆき

会
かい

長
ちょう

が「人
じん

権
けん

と地
ち

域
いき

と私
わたし

たちと―町
まち

ぐるみの人
じん

権
けん

活
かつ

動
どう

、風
ふう

化
か

しない人
じん

権
けん

活
かつ

動
どう

を」と題
だい

して事
じ

例
れい

発
はっ

表
ぴょう

。録
ろく

画
が

が 10 ～ 11 月
がつ

に配
はい

信
しん

されました。
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ス
マ
ホ
・
PC
か
ら
簡
単
に
加
入
申
込
が
で
き
ま
す
！

山や
ま
形が
た
大た
い
会か
い
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版ば
ん
は
2
0
2
3
年ね
ん
２
月が
つ

２８
日に
ち
ま
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配は
い
信し
ん
さ
れ
て
い
ま
す
。視し

聴ち
ょ
う

に
必ひ
つ
要よ
う
な
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、各か
く
校こ
う
園え
ん
P
T
A
に
お
知し
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

滋賀県PTA連絡協議会滋賀県PTA連絡協議会
「園児・児童・生徒24時間総合保障制度」中途加入のご案内「園児・児童・生徒24時間総合保障制度」中途加入のご案内

 保障制度の特徴！！
▷︎学校内外問わず 365 日 24 時間補償！
▷新型コロナウィルスに感染した場合も補償
▷病気での入院・手術の補償付きプランもあります！（小学生以上対象）
▷個人賠償責任補償は、お子さまはもちろん同居のご家族も対象！
▷各種サービスをご利用いただけます！
　　①メディカルアシスト（各種医療に関するご相談）
　　②デイリーサポート　（介護・法律・税務のご相談）

自転車条例に
対応！

保障制度のお問合せは、下記代理店へお願いします。
「園児･児童・生徒24時間総合保障制度」係

TEL : 0120-577-415 （平日10：00～17：00）
(株)アーク･スリー・インターナショナル
取扱保険代理店

⃝加入を検討していたけど、うっかり忘れていた！
⃝子どものクラブ活動や活動範囲が広がったので保険をさがしていた！
そんな皆様、当保障制度は補償期間の途中からでもご加入いただけます！！ 中途加入をご希望の場合は、

取扱代理店までご連絡ください。
　申込締切日：毎月 30 日
　補償開始日：翌月 1 日より

ｉｎ日
ひ

野
のスマホスマホ会会

か い

議議
ぎ

日
ひ

野
の

町
ちょう

公
こ う

民
み ん

館
か ん

7/3㈰

竹
たけ

内
うち

和
かず

雄
お

氏
し

（兵
ひょう

庫
ご

県
けん

立
りつ

大
だい

学
がく

准
じゅん

教
きょう

授
じゅ

）をコーディネー
ターに迎

むか

え、小
しょう

中
ちゅう

高
こう

校
こう

生
せい

21 名、日
ひ

野
の

町
ちょう

内
ない

の教
きょう

職
しょく

員
いん

・
保
ほ

護
ご

者
しゃ

をはじめ４0 名
めい

の大
おと

人
な

が一
いっ

緒
しょ

にネットやスマホに
ついて学

まな

ぶ研
けん

修
しゅう

会
かい

を開
かい

催
さい

しました。
事
じ

前
ぜん

に日
ひ

野
の

町
ちょう

の小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

を対
たい

象
しょう

に行
おこな

ったネットの利
り

用
よう

状
じょう

況
きょう

に関
かん

するアンケートデータ等
など

をもとに、竹
たけ

内
うち

氏
し

が問
もん

題
だい

提
てい

起
き

をされます。知
し

っている情
じょう

報
ほう

や感
かん

じたこと
を出

だ

し合
あ

い、模
も

造
ぞう

紙
し

にまとめていくワークショップを体
たい

験
けん

しながら、参
さん

加
か

者
しゃ

はネット利
り

用
よう

についての理
り

解
かい

を深
ふか

めていきます。班
はん

ごとに『スマホのよいところ　わるい
ところ』と題

だい

して発
はっ

表
ぴょう

。全
ぜん

員
いん

が発
はつ

言
げん

します。
最
さい

後
ご

に『提
てい

言
げん

』を考
かんが

えました。「おせっかい焼
や

き過
す

ぎ
ないで」「親

おや

もルールを決
き

めて守
まも

ってほしい」と子
こ

から
親
おや

へ。「メリハリをつけて使
つか

いたい」「安
あん

心
しん

なサイトか
確
かく

認
にん

する習
しゅう

慣
かん

を」と子
こ

どもが自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

に対
たい

して。「学
がっ

校
こう

の PC の制
せい

限
げん

を減
へ

らしてほしい」「ICT 予
よ

算
さん

、教
きょう

員
いん

を
増
ふ

やして」と自
じ

治
ち

体
たい

への要
よう

望
ぼう

も。子
こ

どもも大
おと

人
な

もそれ
ぞれの本

ほん

音
ね

を聞
き

き合
あ

う場
ば

となりました。

記
き

念
ねん

講
こう

演
えん

で講
こう

師
し

の飯
いい

森
もり

範
のり

親
ちか

氏
し

（指
し

揮
き

者
しゃ

）は、まず、ご両
りょう

親
しん

から学
まな

んだ「感
かん

謝
しゃ

したことを口
くち

にし、お礼
れい

を伝
つた

えることの
大
たい

切
せつ

さ」「つながり」について、幼
よう

少
しょう

期
き

のエピソードを交
まじ

え
て話

はな

されました。
2004 年

ねん

山
やま

形
がた

交
こう

響
きょう

楽
がく

団
だん

の常
じょう

任
にん

指
し

揮
き

者
しゃ

に就
しゅう

任
にん

。当
とう

時
じ

は、
公
こう

民
みん

館
かん

などで演
えん

奏
そう

することも多
おお

く、今
いま

よりお客
きゃく

様
さま

との距
きょ

離
り

は近
ちか

かったが、｢ 日
ひ

ごろは何
なに

をされているのですか ｣との
質
しつ

問
もん

に、知
ち

名
めい

度
ど

の低
ひく

さを痛
つう

感
かん

。「自
じ

慢
まん

しない、威
い

張
ば

らない」
山
やま

形
がた

の県
けん

民
みん

性
せい

を尊
そん

重
ちょう

しつつも、多
おお

くの場
ば

に出
で

向
む

き、県
けん

内
ない

外
がい

にもっとアピールすることを提
てい

案
あん

されます。神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

出
しゅっ

身
しん

で縁
えん

もゆかりもなかったけれど、もっと山
やま

形
がた

の良
よ

さを発
はっ

信
しん

していきたいとおっしゃる姿
すがた

は真
しん

の山
やま

形
がた

県
けん

民
みん

に見
み

えました。
そして、「人

ひと

とひととでつながり」「ありがとうと感
かん

謝
しゃ

の
気
き

持
も

ちを忘
わす

れない」と何
なん

度
ど

も口
くち

にされていたのが印
いん

象
しょう

的
てき

で
した。

山山
や まや ま

形形
が たが た

大大
た いた い

会会
か いか い

開開
か いか い

催催
さ いさ い

日
にっぽん

本PTA全
ぜんこく

国研
けんきゅう

究大
たいかい

会

山
やま

形
がた

市
し

総
そう

合
ごう

スポーツセンター 他
ほか
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